
日経ベンチャー 2007.4 60

　

昨
年
８
月
、
東
京
に
本
社
を
置
く

断
熱
材
メ
ー
カ
ー
に
２
人
の
中
国
人

が
乗
り
込
ん
だ
。
こ
の
会
社
は
、
戦

前
に
創
業
さ
れ
日
本
経
済
を
支
え
た

財
閥
系
の
老
舗
大
企
業
。
そ
れ
に
対

し
て
、
30
代
前
半
の
２
人
の
若
者
が

出
し
た
名
刺
に
は
、
無
名
の
会
社
名

が
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
日
本
側
の
担
当
者
は
彼

ら
を
丁
重
に
出
迎
え
、
商
談
は
約
２

時
間
で
契
約
条
件
の
交
渉
ま
で
進
ん

だ
。
２
人
が
あ
ら
か
じ
め
送
っ
て
い

た
サ
ン
プ
ル
が
、
断
熱
材
市
場
の
勢

力
図
を
塗
り
替
え
か
ね
な
い
可
能
性

を
秘
め
て
い
た
か
ら
だ
。

  

姚ヤ
オ
ニ
ン
チ
ウ

寧
秋
と
姚ヤ

オ
ニ
ン
ド
ン

寧
冬
と
い
う
２
人
の

兄
弟
が
経
営
す
る
南
京
盈
福
科
技
実

業
有
限
公
司
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
（
Ｖ

Ｉ
Ｐ
＝V

acuum
 Insulation Panel

）

と
呼
ば
れ
る
断
熱
材
素
材
を
生
産
し

て
い
る
。

　

Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
は

ガ
ラ
ス
繊
維
を
加

工
し
て
製
造
す
る

た
め
、
現
在
は
、

ガ
ラ
ス
繊
維
世
界

最
大
手
の
米
オ
ー

ウ
ェ
ン
ス
・
コ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
が
高

シ
ェ
ア
を
握
る
。

一
方
で
、
南
京
盈

福
科
技
実
業
は

２
０
０
４
年
設
立

の
新
興
企
業
。
売

上
高
は
約
１
５
０

０
万
元
（
約
２
億

２
５
０
０
万
円
）

で
、
従
業
員
は

２
０
０
人
弱
。
姚

一
族
が
中
枢
ポ
ス

ト
を
握
る
、
完
全

な
フ
ァ
ミ
リ
ー
企

業
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
兄
の
寧
秋
の
自
信
は

揺
る
が
な
い
。「
我
々
は
、
日
米
の

ラ
イ
バ
ル
に
比
べ
同
じ
品
質
の
製
品

を
半
分
以
下
の
コ
ス
ト
で
生
産
で
き

る
。
競
合
企
業
が
巨
大
だ
か
ら
チ
ャ

ン
ス
が
な
い
と
は
思
わ
な
い
」。

一族のプライドを懸け
断熱材新市場に挑む

元政府系企業エリート兄弟
南京盈福科技実業有限公司（断熱材素材の製造、南京市）

共産党幹部の父を持つエリート兄弟が起業した。
中国系ファミリー企業ならではの独自の発想で、

日米巨大企業が居並ぶ新市場に挑む。

「家族の面子と存続」を優先
「逆張りの大胆意思決定」が共通項

華 僑 流 フ ァ ミ リ ー 　 　　 ビ ジ ネ ス の 極 意

CHINA

左から弟の寧冬、母の吉愛平、父の姚依群、兄の寧秋
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寧
秋
は
１
９
７
２
年
、
江
蘇
省
南

京
市
に
生
ま
れ
た
。
父
・
姚ヤ

オ
イ
ー
チ
ュ
ン

依
群
は

江
蘇
省
建
設
庁
の
ナ
ン
バ
ー
２
、母
・

吉ジ
ー
ア
イ
ピ
ン

愛
平
は
食
糧
庁
幹
部
と
い
う
共
産

党
エ
リ
ー
ト
家
系
。
寧
秋
は
、
翌
年

生
ま
れ
た
弟
の
寧
冬
と
も
に
、
裕
福

な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
た
寧
秋
は
、
国
内

有
数
の
政
府
系
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
に

就
職
。
３
年
目
に
し
て
経
営
企
画
の

責
任
者
に
抜
擢
さ
れ
る
な
ど
異
例
の

早
さ
で
出
世
を
遂
げ
、
20
代
後
半
の

月
給
は
庶
民
の
10
倍
、
２
万
元
（
約

30
万
円
）
に
到
達
し
た
。

　

寧
秋
が
起
業
を
決
断
し
た
の
は
そ

の
こ
ろ
だ
。「
す
べ
て
を
捨
て
て
も
、

自
分
の
本
当
の
力
を
知
り
た
か
っ

た
」
と
寧
秋
は
振
り
返
る
。

　

順
風
満
帆
な
人
生
を
送
る
中
で
、

寧
秋
を
悩
ま
せ
て
き
た
の
が
「
姚
家

の
息
子
の
出
世
は
共
産
党
の
力
が
あ

っ
て
こ
そ
」
と
い
う
周
囲
の
見
方
だ

っ
た
。
改
革
開
放
に
よ
り
自
ら
の
力

で
財
を
成
す
私
営
企
業
の
経
営
者
が

増
え
る
と
、
寧
秋
自
身
、
今
の
地
位

が
自
ら
の
能
力
で
勝
ち
取
っ
た
も
の

な
の
か
、
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

大
胆
な
販
売
戦
略
や
設
備
投
資
が

認
め
ら
れ
な
い
、
政
府
系
企
業
の
閉

鎖
的
な
社
風
へ
の
不
満
も
あ
っ
た
。

　

こ
ん
な
寧
秋
の
気
持
ち
に
い
ち
早

く
賛
同
し
た
の
が
弟
の
寧
冬
。
高
校

を
卒
業
後
、
政
府
系
電
力
会
社
に
勤

め
て
い
た
が
、
兄
と
同
様
、
自
分
の

能
力
を
発
揮
し
に
く
い
環
境
に
閉
塞

感
を
感
じ
て
い
た
。

「
２
人
と
も
思
い
込
ん
だ
ら
後
へ
は

引
か
な
い
性
格
」（
母
の
吉
愛
平
）。

50
万
元
（
約
７
５
０
万
円
）
を
元
手

に
、
姚
兄
弟
が
会
社
を
創
業
し
た
の

は
04
年
４
月
の
こ
と
だ
。

　

会
社
の
設
立
後
、
姚
兄
弟
は
温
水

洗
浄
便
座
の
販
売
事
業
を
始
め
た

が
、
４
カ
月
で
撤
退
。
す
ぐ
木
製
玩

具
の
輸
出
事
業
に
着
手
す
る
が
、
こ

れ
も
半
年
で
見
切
り
を
付
け
た
。

　

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
見
え
る

が
、
こ
れ
は
華
僑
流
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
の
基
本
的
な
創
業
パ
タ
ー

ン
。
有
望
と
思
え
る
事
業
が
あ
れ
ば

即
断
で
進
出
し
、
ダ
メ
な
ら
直
ち
に

撤
退
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
な
が

ら
鉱
脈
を
探
し
て
い
く
。「
机
の
上

で
計
画
を
練
り
上
げ
て
も
、
現
実
に

は
そ
の
通
り
に
な
ら
な
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
間
に
チ
ャ
ン
ス
は

逃
げ
て
い
く
」（
寧
秋
）
と
い
う
考
え

が
あ
る
か
ら
だ
。

　

04
年
秋
、「
米
国
の
断
熱
材
メ
ー

カ
ー
が
、
安
価
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
を
作

れ
る
中
国
の
会
社
を
探
し
て
い
る
」

と
い
う
情
報
を
聞
い
た
と
き
、
姚
兄

弟
は
勝
負
の
時
だ
と
確
信
し
た
。

1972年	10月

1973年	11月

1993年

 

1996年

2002年

2004年	 4月

	 8月

2004年	 末

2005年	 夏

祖父母、父母ともに共産党幹
部のエリート一家、姚家の長
男として姚寧秋が生まれる

次男の姚寧冬が生まれる

兄・寧秋、南京解放軍政治学
院を卒業。国内有数の政府系
ガラス繊維メーカーに入社。
マーケティングを担当

弟・寧冬、南京工程学院を卒業。
政府系電力会社に入社

兄・寧秋、経営企画の責任者
に抜擢される。月給は一般庶
民の10倍に当たる２万元（約
30万円）に

兄・寧秋、起業を決断

姚兄弟、南京盈福科技実業有限
公司を設立し、温水洗浄便座の
販売事業を開始。４カ月で撤退

中国製木製玩具の輸出事業を
開始。半年で縮小

四川省のガラス繊維メーカーの
操業権を取得。真空断熱材（通
称VIP）の芯材生産に乗り出す

米国の断熱材メーカー向けに量
産を開始。日本の断熱材メーカ
ーおよび商社に営業を開始

姚兄弟の歩み

華 僑 流 フ ァ ミ リ ー 　 　　 ビ ジ ネ ス の 極 意

CHINA

自
分
の
力
を
試
す
た
め

将
来
の
保
証
を
捨
て
る

兄を支える弟の寧冬。ジンバ
ブエへの留学で鍛えた英語力
で海外営業を担当している

南京市の中心部には、姚兄弟
が少年期を過ごした赤レンガ
の豪邸が保存されている

販路開拓から資金調達まで会
社の基本的な業務はすべて２
人の兄弟が手掛ける
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Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
を
素
材
に
し
て
製
造

す
る
真
空
断
熱
材
は
、
一
般
の
ガ
ラ

ス
繊
維
系
断
熱
材
に
比
べ
約
20
倍
の

性
能
を
持
ち
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
省
エ

ネ
機
能
を
飛
躍
的
に
高
め
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
製
造
コ
ス
ト
が
け
た
違
い

に
高
い
た
め
、
断
熱
材
市
場
で
の
シ

ェ
ア
は
数
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
き

た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
世
界
的
な
環

境
保
護
機
運
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

需
要
が
着
実
に
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

市
場
の
有
望
性
と
と
も
に
、
姚
兄

弟
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
着
目
し

た
。
ま
ず
、
次
世
代
素
材
と
い
う
割

に
は
、
製
造
方
法
が
ガ
ラ
ス
繊
維
の

延
長
上
に
あ
り
、
参
入
障
壁
が
低
か

っ
た
こ
と
。

　

そ
の
上
、
製
造
コ
ス
ト
の
60
％
を

電
力
・
ガ
ス
代
と
人
件
費
が
占
め
て

お
り
、
中
国
の
内
陸
部
で
製
造
す
れ

ば
、
劇
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能

だ
っ
た
。「
ガ
ス
代
は
日
本
の
10
分

の
1
、
人
件
費
は
20
分
の
1
。
理
論

的
に
は
同
じ
品
質
の
も
の
を
、
日
米

の
42
〜
45
％
の
コ
ス
ト
で
製
造
で
き

る
」（
寧
秋
）。

　

Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
を
量
産
し
よ
う
と
い

う
中
国
企
業
が
自
分
た
ち
以
外
に
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
決
断
を
後

押
し
し
た
。
04
年
当
時
、
中
国
の
素

材
メ
ー
カ
ー
が
Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
に
着
目

し
な
か
っ
た
理
由
は
簡
単
で
、
中
国

内
の
家
電
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
環

境
対
策
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
か
ら

だ
。
し
か
し
、
姚
兄
弟
は
、
ラ
イ
バ

ル
が
不
在
の
今
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
考
え
た
。

　

一
度
勝
負
と
決
め
た
ら
、
と
ん
で

も
な
い
投
資
に
踏
み
切
る
の
も
華
僑

流
だ
。
２
つ
の
事
業
か
ら
の
撤
退
で

手
元
資
金
は
20
万
元
（
約
３
０
０
万

円
）
ま
で
減
っ
て
い
た
が
、
姚
兄
弟

は
な
け
な
し
の
個
人
資
産
を
追
加

し
、
04
年
末
、
四
川
省
の
ガ
ラ
ス
繊

維
メ
ー
カ
ー
の
操
業
権
を
取
得
。
か

つ
て
寧
秋
が
勤
め
た
政
府
系
企
業
か

ら
３
人
の
技
術
者
を
引
き
抜
き
、
全

員
で
工
場
に
乗
り
込
ん
だ
。

  

試
作
が
始
ま
っ
た
の
は
05
年
１

月
。失
敗
す
れ
ば
姚
家
は
も
ち
ろ
ん
、

技
術
者
３
人
の
家
族
も
路
頭
に
迷
う

こ
と
に
な
る
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
痛

む
胃
を
抑
え
な
が
ら
兄
弟
は
製
造
ラ

イ
ン
と
格
闘
し
た
。「
20
日
間
泊
ま

り
込
み
で
試
作
に
取
り
組
ん
で
は
、

南
京
に
戻
り
わ
ず
か
な
休
息
を
取
る

日
々
を
繰
り
返
し
た
」
と
寧
秋
は
振

り
返
る
。
米
国
向
け
の
輸
出
が
ス
タ

ー
ト
し
た
の
は
、
試
作
開
始
か
ら
半

年
後
、
05
年
７
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

  

姚
兄
弟
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
今
後
、
日
米
の
競
合
企
業

が
中
国
に
生
産
拠
点
を
構
え
る
不
安

要
素
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
南
京
盈
福
科
技
実
業
と

い
う
小
さ
な
会
社
に
関
心
を
寄
せ
る

企
業
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の
も

事
実
だ
。「
品
質
に
不
安
定
さ
は
残

る
が
、
研
究
意
欲
に
は
日
本
の
若
者

に
は
な
い
気
合
い
を
感
じ
る
」。
昨

夏
の
来
日
で
訪
問
を
受
け
た
あ
る
企

業
の
担
当
者
は
こ
う
評
価
す
る
。

　

昨
年
11
月
、
寧
冬
に
長
女
が
誕
生

し
た
。「
彼
女
が
会
社
に
入
る
ま
で

に
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
芯
材
市
場
で
世
界
的
な

信
頼
を
確
立
す
る
」
と
い
う
の
が
姚

兄
弟
の
目
標
だ
。
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

誰
も
注
目
し
な
い
か
ら

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

四川省にある南京盈福科技実
業の生産拠点

一番上の写真は寧秋の妻、
鄭
ドンジュン

君。小学校の教師で、結婚
３カ月前に起業を打ち明けら
れたが、「夫を信じて特に反
対しなかった」と話す。一番
下の写真は、本社がある、南
京中心部のオフィスビル

兄
弟
の
目
標
だ
。
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

一番上の写真は寧秋の妻、
。小学校の教師で、結婚

３カ月前に起業を打ち明けら
れたが、「夫を信じて特に反
対しなかった」と話す。一番
下の写真は、本社がある、南
京中心部のオフィスビル
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香
港
に
居
住
す
る
万ワ

ン

・
顔イ

ェ
ン

フ
ァ
ミ

リ
ー
は
４
つ
の
会
社
を
持
ち
、
５
つ

の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
妻
・
万ワ

ン

蘇ス
ー
ホ
ン紅

が
総
経
理
を
勤
め
る
の
は
、
日

本
製
菓
子
を
輸
入
し
香
港
で
売
る
香

港
九
洲
食
品
批
発
有
限
公
司
と
、
中

国
全
域
で
の
不
動
産
投
資
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
蘇
景
投
資
有
限
公
司
、

雋
景
企
業
有
限
公
司
の
３
社
だ
。

　

一
方
、
夫
・
顔イ

ェ
ン
ミ
ン
ツ
ァ
オ

明
操
が
経
営
す
る

の
は
広
東
省
江
門
市
に
本
社
を
置
く

嘉
多
利
工
芸
制
品
厂
の
み
。
た
だ
し

同
社
は
３
つ
の
事
業
部
門
を
持
つ
。

一
つ
は
工
芸
品
の
製
造
。
絵
の
額
と

鏡
台
を
中
心
に
、
欧
州
と
米
国
に
輸

出
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
調
理
器
具

の
製
造
で
、カ
ナ
ダ
が
販
売
エ
リ
ア
。

さ
ら
に
、
木
材
の
卸
売
り
も
主
力
事

業
の
一
つ
だ
。
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治

区
で
伐
採
し
た
木
材
を
、
中
国
本
土

の
企
業
に
供
給
す
る
。

　

い
ず
れ
も
事
業
内
容
や
販
売
エ
リ

ア
が
異
な
り
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
は
望

め
そ
う
に
な
い
。「
そ
う
思
う
の
は

当
然
。
で
き
る
限
り
相
関
関
係
が
な

い
事
業
を
数
多
く
手
掛
け
る
の
が
私

た
ち
の
方
針
」
と
万
は
説
明
す
る
。

　

独
自
の
戦
略
を
取
る
の
は
、
成
長

よ
り
も
リ
ス
ク
分
散
を
重
要
視
し
て

い
る
か
ら
だ
。

「
短
期
的
利
益
を
狙
う
な
ら
選
択
と

集
中
が
大
切
。
我
々
で
言
え
ば
、
木

材
の
卸
売
り
に
資
源
を
集
中
す
れ

ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
総
資
産
を
数
年

で
倍
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
我
々
の
最
大
の
目
標
は
家
族

の
存
続
だ
。
一
つ
の
市
場
や
地
域
に

依
存
す
る
経
営
で
は
そ
れ
は
望
め
な

い
と
考
え
る
」
と
顔
は
話
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
背
景
に
は
、

彼
ら
の
過
去
が
あ
る
。

　

万
は
１
９
６
８
年
、
父
・
万ワ

ン
ヨ
ン
シ
ョ
ン

永
生

と
母
・
馮フ

ォ
ン
リ
ー
イ
ー

麗
億
の
長
女
と
し
て
江
蘇

省
蘇
州
市
に
生
ま
れ
た
。
父
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
人
で
、南
京
大
学
に
留
学
。

医
学
を
学
び
、
蘇
州
市
の
病
院
に
配

属
さ
れ
、
母
と
出
会
っ
た
。
だ
が
、

万
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
に
は
、
一
家
の

運
命
を
揺
る
が
す
事
態
が
中
国
全
土

で
進
ん
で
い
た
。
文
化
大
革
命
だ
。

　

造
反
有
理
の
旗
を
掲
げ
た
紅
衛
兵

は
知
識
階
級
や
富
裕
層
を
糾
弾
し
、

医
者
も
標
的
と
し
た
。
と
り
わ
け
父

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
「
資
本
主
義
の
手
先
」
と
罵
ら

れ
、
万
は
ジ
ー
ン
ズ
姿
で
出
掛
け
た

だ
け
で
自
己
反
省
を
迫
ら
れ
た
。

　

79
年
、
こ
う
し
た
生
活
か
ら
逃
れ

る
た
め
、
一
家
は
香
港
へ
脱
出
。
父

の
医
師
免
許
は
香
港
で
は
認
め
ら
れ

ず
、
家
族
３
人
は
工
事
現
場
脇
の
プ

レ
ハ
ブ
小
屋
で
の
生
活
を
始
め
た
。

万
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
家
計
を
助
け
な

が
ら
夜
間
学
校
に
通
い
、
89
年
、
顔

と
知
り
合
う
。

　

顔
の
家
族
も
、
文
革
に
翻
弄
さ
れ

た
過
去
を
抱
え
て
い
た
。
父
は
広
東

何が起きても家族は生き残る
中国系オーストラリア人夫婦の

超リスク分散経営
香港九洲食品批発有限公司（菓子販売、香港）

嘉多利工芸制品厂（工芸品製造、広東省江門市）

菓子の販売から工芸品の製造まで、様々な事業を一家族で展開する。
アジアの歴史に翻

ほん

弄
ろう

された過去を教訓に、
一つの国や地域に依存しない経営を目指す。

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
に

翻
弄
さ
れ
た
家
族
の
運
命

菓子の販売事業では12人を雇
用。年商は約500万香港ドル
（約7500万円）。中央が万

工芸品事業では欧州向けの輸
出が好調。年商は約9300万
香港ドル（約14億円）

嘉多利工芸制品厂の従業員は
約50人。手作業で工芸品を組
み立てていく
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省
広
州
市
に
あ
る
華
南
理
工
大
学
の

教
授
だ
っ
た
が
、
香
港
に
脱
出
し
た

後
は
教
授
職
は
見
つ
か
ら
ず
、
家
族

６
人
は
、
香
港
の
下
町
で
あ
る
深
水

歩
の
10
㎡
の
ア
パ
ー
ト
で
暮
ら
し
た
。

　

貧
困
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
た
父

母
は
必
死
に
資
金
を
た
め
、
顔
を
英

国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
に
留
学
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
。
87
年
に
帰
国
し

た
顔
は
香
港
最
大
の
電
力
会
社
、
中

華
電
力
に
就
職
し
た
。
万
と
出
会
っ

た
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
だ
。

　

２
人
は
93
年
に
結
婚
。
し
か
し
、

よ
う
や
く
安
定
し
た
生
活
が
訪
れ
た

か
に
見
え
た
彼
ら
を
待
ち
受
け
て
い

た
の
は
、
更
な
る
社
会
的
混
乱
だ
っ

た
。
香
港
返
還
で
あ
る
。

  

文
革
の
悪
夢
が
脳
裏
に
よ
ぎ
っ
た

２
人
は
94
年
、
技
術
移
民
と
し
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
へ
移

住
す
る
。
96
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
籍
を
取
得
し
た
後
に
帰
国
し
た
も

の
の
、
顔
は
中
華
電
力
か
ら
の
退
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

文
革
と
香
港
返
還
と
い
う
歴
史
か

ら
２
人
が
学
ん
だ
教
訓
は
、「
ど
ん

な
に
有
望
な
仕
事
で
も
、
単
独
の
市

場
や
地
域
に
依
存
す
る
限
り
、
ひ
と

た
び
政
治
的
混
乱
が
起
き
れ
ば
ゼ
ロ

に
な
る
」
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
現

在
の
事
業
ス
タ
イ
ル
の
構
築
を
始
め

た
の
は
97
年
か
ら
だ
。

　

万
・
顔
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
リ
ス
ク
分

散
経
営
は
、
守
り
一
辺
倒
の
戦
略
で

は
な
い
。
不
動
産
事
業
で
は
、
借
入

金
で
物
件
を
購
入
し
賃
貸
に
出
し
、

家
賃
か
ら
借
金
を
返
済
。
物
件
の
担

保
価
値
が
上
が
れ
ば
新
た
な
借
り
入

れ
を
し
、
不
動
産
を
買
い
増
し
し
て

い
る
。
不
動
産
価
格
の
上
昇
を
前
提

に
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
な
手
法
だ
が
、

「
不
動
産
事
業
の
２
社
は
他
の
企
業

と
資
本
的
に
分
離
さ
れ
、
万
が
一
の

と
き
で
も
ほ
か
の
資
産
に
は
影
響
を

与
え
な
い
」
と
投
資
顧
問
で
、
顔
の

い
と
こ
で
あ
る
鄧ド

ン
ズ
ー
シ
ャ
ン

子
祥
は
話
す
。

「
不
動
産
事
業
で
成
功
す
れ
ば
、
香

港
で
の
た
こ
焼
き
チ
ェ
ー
ン
の
展
開

と
、
日
本
製
中
古
建
設
機
械
の
中
国

本
土
へ
の
輸
出
に
乗
り
出
し
た
い
」

と
万
。
今
後
も
リ
ス
ク
分
散
経
営
を

進
化
さ
せ
て
い
く
考
え
だ
。

（
文
中
敬
称
略
）

万蘇紅（妻）

顔明操（夫）

嘉多利工芸制品厂

出身 香港 ／ 
国籍 オーストラリア
工芸品の製造
事業エリア		      
中国　欧州　米国

調理器具の製造
事業エリア		      
中国　カナダ

木材の卸売り
事業エリア		    
中国

香港九洲食品
批発有限公司

蘇景投資
有限公司

雋景企業
有限公司

出身 中国 ／ 
国籍 オーストラリア
菓子の販売
事業エリア		      
香港　日本

不動産投資
事業エリア		      
香港　中国

不動産投資
事業エリア		    
香港　中国

万・顔ファミリーが展開する事業

香
港
返
還
を
機
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
へ

左から万の父、母、一人息子
の顔

イェンジュン

雋、万、顔。家族の結束
力が事業拡大の原動力だ
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日本同様に進む二極化
「勝ち組」の条件とは？

中国ファミリー企業
現代事情

　

中
国
で
は
、
文
化
大
革
命
で
多
く

の
企
業
家
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
た
め
、
何
世
代
も
続
く
老
舗
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
企
業
は
少
な
い
。多
く
が
、

改
革
開
放
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た

新
興
企
業
だ
。
そ
の
中
で
も
最
近
は

日
本
同
様
、二
極
化
が
進
ん
で
お
り
、

大
富
豪
を
輩
出
し
て
い
る
勝
ち
組
企

業
に
は
共
通
項
が
あ
る
。

　

一
般
的
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
は
、

国
営
企
業
を
レ
イ
オ
フ
さ
れ
た
者
や
、

大
学
卒
業
後
、
就
職
で
き
ず
や
む
を

得
ず
起
業
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
業

種
も
、
飲
食
店
や
小
売
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
、
参
入
障
壁
の
低
い
分
野

が
中
心
だ
。

  
そ
れ
に
対
し
て
、
有
力
フ
ァ
ミ
リ

ー
企
業
の
経
営
者
に
は
、
国
営
企
業

幹
部
か
ら
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
組
や
海

外
留
学
（
居
住
）
経
験
者
、
大
学
な

ど
公
的
研
究
機
関
出
身
者
な
ど
が
目

立
つ
。
業
種
別
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
や

バ
イ
オ
な
ど
最
先
端
分
野
、
不
動
産

業
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
を
顧
客
に
し

た
金
属
お
よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工

業
が
多
い
。

　

光
学
レ
ン
ズ
の
測
定
機
器
の
開
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
を
経
営
す
る
南
京
理
工

大
学
の
王ワ

ン
チ
ン青

教
授
（
下
の
写
真
）
は

そ
の
一
人
。
王
教
授
の
会
社
は
個
人

で
51
％
、
南
京
理
工
大
学
が
49
％
を

出
資
し
設
立
し
た
も
の
で
、
利
益
は

教
授
が
75
％
、
残
り
を
大
学
が
受
け

取
る
仕
組
み
。
中
国
で
は
こ
う
し
た

教
授
と
大
学
の
共
同
ベ
ン
チ
ャ
ー
が

急
速
に
増
え
て
い
る
。

　

勝
ち
組
と
負
け
組
の
違
い
が
鮮
明

に
表
れ
る
の
は
業
種
や
経
営
者
だ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
後
継
者
教
育
も

そ
の
一
つ
だ
。
一
人
っ
子
政
策
も
あ

っ
て
、
一
般
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
で

は
、
子
供
を
徹
底
的
に
甘
や
か
す
場

合
が
ほ
と
ん
ど
。
こ
う
し
た
企
業
の

子
息
は
「
小シ

ャ
オ
ホ
ワ
ン
デ
ィ
ー

皇
帝
」
と
称
さ
れ
、
不

良
化
や
引
き
こ
も
り
な
ど
社
会
問
題

の
温
床
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
勝
ち
組
企
業
で
は
逆
に
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
ス
パ
ル
タ
教
育
を
実

施
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。
最
近
で

は
、「
寄ジ

ー
ス
ー
シ
ャ
オ
シ
ュ
エ

宿
小
学
」
と
呼
ぶ
全
寮
制

の
学
校
に
6
歳
か
ら
入
学
さ
せ
、
独

立
心
を
養
わ
せ
る
の
が
流
行
中
だ
。

い
っ
た
ん
寄
宿
小
学
に
入
る
と
、
親

元
に
戻
れ
る
の
は
1
〜
2
週
間
に

一
度
。
学
校
の
多
く
は
市
街
地
か
ら

離
れ
た
農
村
に
あ
り
、
子
供
は
勉
強

漬
け
の
毎
日
と
な
る
。

　

実
際
、
前
出
の
王
教
授
の
長
男
、

王ワ
ン
ズ
ー
ハ
ン

子
瀚
君
も
南
京
市
郊
外
の
寄
宿
小

学
に
通
う
2
年
生
だ
。

改革開放の進展と経済の急速な拡大により、
国営企業をしのぐ勢いを持つ中国のファミリー企業。
全体をけん引している勝ち組企業家に目立つのは、
「元国営企業エリート」「海外組」「大学教授」だ。

中国ファミリー企業の勢力図
勝ち組 一般

国営企業のレイオフ組

大学卒業後、そのまま
起業した若手経営者

1

2

飲食業

小売業

生活関連サービス業

1

2

3

経営者
元国営企業幹部のスピンアウト組

海外留学からの帰国者、または
海外に有力な血縁者を持つ者

大学教授、国営研究機関出身者

ハイテク、バイオ最先端分野

不動産事業

金属、プラスチック加工業および
金型製造

1

2

3

1

2

3
業種

海外留学者の起業支援施設
（上）と、成長著しい不動産業
者（下左）および加工業者（下右）


